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　町ボランティアの会（鈴木貞夫代表）による町内３小学
校通学路の除雪作業が 2 月1日行われました。
　「出来る人が、出来る時に、出来る事を」を合言葉に、七ヶ
浜町への訪問などを重ねてきた同会。通学路の除雪は昨年
に続き 2 回目で、この日は約 15 人の会員のほか、町職員
労働組合から 20 人が参加。小学生の背丈ほどあった雪が
みるみるうちに片づけられ、視界と安全が確保されました。

通学路の雪を取り除き、見通しを良く

町ボランティアの会除雪作業

　願いや夢などを記した和紙の風船を夜空に飛ばす「神風
船まつり」が１月 25 日、創遊館南側広場で開かれました。
　和紙で作った円筒状の風船の空気を温め、熱気球の原理
で上空に打ち上げるまつり。町商工会青年部 OB を中心に
した「朝日町グラウンドワーク研究会（佐藤欣治代表）」が「冬
場のにぎわいの創出」を目的に企画し、教育委員会の「New
アクション応援事業」の支援を受けて一昨年から実施して
います。
　今回は町内の保育園や小学校、事業所、地区などから
10 団体が参加。４ｍ～７ｍの大きさの風船は約 70 ｍの丈
夫な糸でつなぎ留められ、１基当たり２～３分程度「飛行」。
温かい光でゆっくりと舞い上がる風船の姿に、訪れた人々
の目はすっかり釘付けとなっていました。
　コンテストでは、地区のまとまりなどが評価され、栄町
区の作品（＝左上の写真）が最優秀賞に輝きました。 

「神風船まつり」
和紙の風船に願いや夢を託す…１
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　あさひ保育園の年長児を対象にした茶道教室が１月中
旬、２回にわたって行われました。
　小学校入学を前に、礼節を大切にする心や集中力を養
うことが目的。57 人の園児たちは講師の茶道「交光会

（裏千家）」代表の堀光子さん ( 四ノ沢）から歩き方や座り
方、茶のたて方、いただき方など茶道の所作を学んだあと、
互いにたてたお茶を振舞い、学習の仕上げとしました。

小学校入学を前に礼節を学び、集中力を養う

あさひ保育園で茶道教室

１

　空調機器メーカー「ダイキン工業㈱」の東京、大阪各ショー
ルームで１月、空気神社の特別企画展が開催されました。
　今年初出展の大阪ショールームは、昨年 4 月にオープン
した関西屈指の商業施設「グランフロント大阪」内にあり、
期間中は約40㎝四方の「ミニチュア神殿」を据えたコーナー
を特設。毎週末には物産品販売も行われ、訪れた人たちは
神社への参拝で空気の大切さを見直しました。

ダイキン工業ショールームで空気神社特別展

東京・大阪で神社と町をＰＲ
４

～31
２
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　Asahi 自然観スノーパークのスキー場まつりが２月２日
行われました。町商工会青年部（清野英樹部長／四ノ沢）
や㈱ Asahi 自然観等との合同企画で、スノーモービル体験
やチューブスライダー、雪像コンテストなどを開催。じゅっ
きーくんや山形住みます芸人 三浦友加さんが応援にかけつ
け、桃色ウサヒとともに盛り上げてくれました。あいにくの
雨模様でしたが、約 1200 人の来場者でにぎわいました。

「じゅっきー」や三浦友加さんも来てくれたよ

Asahi 自然観スキー場まつり

　ホームページに写真


　ホームページに写真


２
１

　宮宿小児童を対象にした「中部キッズクラブ」が 2 月1
日行われ、18 人がりんごのスイーツづくりに挑戦しました。
　日頃は生食がほとんどのりんご。加工は初めての児童も多
く、特に皮を砂糖とバターにからめた「皮キャラメル」はパ
リパリの食感で、「食べたことのないおいしさ」と伊藤大翔
くん（大町）。ジャムも「お店で売ってるものよりもゴロゴロ
としたりんごがたっぷり」とおいしそうに味わっていました。

中部キッズクラブ・きらきら教室共催

りんごジャムと皮のスイーツづくり

２
９

　舟渡区で 20 年以上続く伝統の「食文化伝承会」が２月
９日公民館で行われました。講師は「大曽根餅つき保存会（山
形市）」の新関徳次郎会長で、餅つきを地域おこしと結び付け、
地域の知名度アップにつなげた事例や、「だし」「おみづけ納豆」
などとっておきの食べ方を紹介。実演では、独特の形をした
オリジナルの杵でリズムよく行われる妙技が披露され、区民
の目が釘付けになっていました。

餅つきの妙技に目が釘付け

舟渡公民館で食文化伝承会
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　町ＰＲキャラクター「桃色ウサヒ」の関連
グッズが続々と生まれています。
　本誌 11 月号で紹介した「つや姫スナック

（東北に若者の雇用をつくる㈱」「ウサヒクッ
キー（永勝堂）」「ウサヒ缶バッジ（りんご温泉）」

などに続き、このほど「ぷくぷく
シール」「ラバーマスコットキーホ
ルダー」「ぷにぷにマスコット」の
３商品が発売されました。いずれ

も都内の会社の企画です。
町内の近江屋商店のほか、

アマゾン、楽天などインターネッ
ト通販サイトでも取り扱っています。

続・ウサヒグッズ情報

新たに３商品が仲間入り

■第 17 回朝日町民柔道大会
（12 月 23 日／町民武道館）

▶小学生低学年の部　①若月真都偉（西船渡）②佐
竹萌（常盤）③若月保歩（西船渡）
▶小学生高学年の部　①村山悦史（助ノ巻）②佐藤
和夏子（宿）③朽木叶（西町）③阿部奨悟（大谷五）
▶中学生以上女子の部　①朽木海晴（西町）②佐藤
綾子（宿）
▶中学生以上男子の部　①佐竹優真（常盤）②阿部
大悟（大谷五）③朽木大輔（西町）③村山朝師（助ノ巻）

■第 50 回町民卓球まつり
( ２月４日／町民体育館）

＝団体戦＝
①ガッチャマン②送橋③朝日スペシャル
＝個人戦＝
▶小学男子①阿部将史 ( 常盤 ) ②菅井颯人 ( 沼向 )
③阿部崇人（八ツ沼）、③阿部海斗 ( 立木 )
▶小学女子①菅井愛未（沼向）②阿部愛実（夏草）
▶中学男子①海野丞史 ( 能中 ) ②佐藤太一（平）③
鈴木諒太（西町）
▶中学女子①阿部雪奈（常盤）②長岡志保（常盤）
③小松花奈（西町）
▶オープンダブルス ( 公式 ) ①齊藤一馬 ( 夏草 )・
布施智基 ( 助ノ巻 ) 組②五十公野祐典（西町）・阿部
翔子（八ツ沼）組③清野友理子（送橋）・清野紗由美（送
橋）組③鈴木豊和（助ノ巻）・阿部航瑠（常盤）組
▶同 ( ラージ ) ①柴田徹（大町）・清野豊春（四ノ沢）
組②齊藤利彦（夏草）・佐藤美知子（夏草）組③原田
直也（河北町）・菅原勇一（河北町）組③鈴木義弘（前
田沢）・鈴木のぶ子（松程）組

■町小学生スキー記録会
（２月５日／Ａｓａｈｉ自然観スノーパーク）

▶５年男子の部①若月琢馬（西）記録…22 秒９
②鈴木智也（西）③本間秀真（大）③長岡駿（宮）
⑤菊地健人（宮）⑥阿部崇希（西）
▶５年女子の部①堀　愛姫（大）記録…27 秒０
②鈴木七海（大）③阿部愛実（西）④松尾彩花（宮）
⑤渡辺りりか（宮）⑥鈴木愛奈（大）
▶６年男子の部①布施来玖 ( 宮 ) 記録…24 秒１
②深澤大樹（宮）③阿部将史（西）④長岡真生（西）
④梅津航樹（西）⑥志藤紀洋（大）
▶６年女子の部①近藤千愛里（宮）記録…28 秒０
②海藤理子（西）③安孫子遙（宮）④志藤ほのか（大）
⑤長岡桜子（宮）⑥阿部樺凜（宮）

各種大会の成績

「
町
長
と
語
ろ
う
」
が
き
っ
か
け

　
「
お
土
産
と
し
て
持
っ
て
帰
れ
る
桃

色
ウ
サ
ヒ
の
グ
ッ
ズ
を
開
発
し
て
み

て
は
ど
う
か
？
」

　

昨
年
、
あ
る
地
区
の
「
町
長
と
語

ろ
う
」
の
席
で
こ
ん
な
意
見
が
上
が

り
ま
し
た
。
こ
の
要
望
は
す
ぐ
さ
ま
ウ

サ
ヒ
の
「
中
の
人
」
こ
と
、
佐
藤
恒
平

情
報
交
流
推
進
員
の
も
と
に
伝
わ
り
、

商
品
化
に
向
け
た
企
画
が
動
き
出
し

ま
す
。
そ
の
後
、
関
心
の
あ
る
業
者

を
選
定
の
う
え
、
い
く
つ
か
の
案
が

吟
味
さ
れ
、
１
月
下
旬
、
３
商
品
が

発
売
さ
れ
ま
し
た
。

町
の
費
用
負
担
は
ゼ
ロ

　
自
主
企
画
で
商
品
開
発
を
行
お
う

と
す
る
と
、
通
常
の
場
合
、
開
発
費
、

在
庫
管
理
、
販
路
開
拓
な
ど
、
多
く

の
お
金
と
労
力
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
点
今
回
の
企
画
で
は
、
町
は

ウ
サ
ヒ
の
デ
ザ
イ
ン
を
業
者
に
無
償

で
提
供
し
た
だ
け
で
、
業
者
側
が
経

費
を
全
額
負
担
し
て
い
ま
す
。

　
町
の
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
と
協
力

の
も
と
、
こ
の
町
で
ゆ
っ
く
り
と
育
ま

れ
て
き
た
ウ
サ
ヒ
の
ブ
ラ
ン
ド
力
。
今

回
の
商
品
化
は
町
の
外
の
業
者
に
そ

の
価
値
が
認
め
て
も
ら
え
た
結
果
と

言
え
ま
す
。

桃色ウサヒの写真・イラストなどの使用は、私用・商用を問わず基本的に無料です。使用
申請に関しては、地域や学校行事などで使用する場合は特に必要ありませんが、商用での
利用をお考えの方は必ずお願いいたします。 ▶政策推進課 地域情報係☎ 67-２１１２

町内近江屋のほか、アマゾン、楽天などでも販売中
【組み写真の部】特選　5 月号「杉山神明神社祭礼」

【広報誌町村の部】
入選 1席…９月号（特集…新規就農）

【一枚写真の部】
入選２席…４月号

広報あさひまち

「組み写真の部」で特選
県市町村広報コンクール

　今年度の山形県市町村広報コンクールの審査結果が
このほど発表され、「組み写真の部」で本誌５月号の「杉
山神明神社祭礼」が特選 (１位 )を受賞しました。
　誌面では「獅子のお出まし　祭りのはじまり」の見出
しのもと、見開き２ページに10 枚の写真を配置。小さ
な地区ながら、区民総出で守り伝えられているまつりの
様子を紹介しました。
　審査員は山下英一東北芸工大教授、漆間晃読売新聞
東京本社山形支局長ら４人で、選定理由には「地区の
宝であるという獅子舞が、堂々と格調高く表現されてお
り、それを区民総出で支えている様子が伝わってくる。
赤ちゃんを囲んでの休憩や地区の全景を入れたのも効
果的」とのコメントが出されています。
　今年は、広報誌町村の部で９月号（新規就農特集）
が入選１席（２位相当）、一枚写真の部でも４月号が入
選２席（３位）を受賞したほか、初エントリーした映像
の部でも、「無個性キャラクター桃色ウサヒの朝日町探
検」が入選 1席に選ばれています。町民の皆様の日頃
のご理解とご協力に対し、あらためて感謝申し上げます。

手作りぬいぐるみ、マカロン型小物入れ
いずれも 525 円

「洋服のお直し屋さん」（大町）

ウサヒロゴ入りレザーストラップ　300 円
※ウサヒガチャガチャの景品

町観光協会「あさひ旅のココロ館」（大町）

ウサヒ恵方巻き　2 本で 950 円
※ 80 パック売れたという

「フレッシュストアヒグチ」（栄町）

使 用 料 は 無 料
ご 自 由 に お 使 い く だ さ い

販売中のぷくぷくシール（中央…273 円）、ラバーマスコットキーホルダー
（左…378 円）、ぷにぷにマスコット（右…483 円）。※いずれも税込み価格

町内での利用も増えています
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「
風
の
道
標
」
菊
地  

眞 

著

　
農
業
の
大
切
さ
、
命
の
大
切
さ
、

心
温
ま
る
家
族
の
こ
と
、
歴
史
や

故
事
な
ど
幅
広
い
分
野
に
わ
た
り

綴
ら
れ
た
エ
ッ
セ
イ
。「
あ
ぐ
り
ん
」

に
８
年
４
カ
月
に
わ
た
り
掲
載
さ

れ
た
も
の
を
ま
と
め
た
一
冊
。

「
ぼ
く
は
戦
争
は
大
き
ら
い

や
な
せ
た
か
し
の
平
和
へ
の
思
い
」

や
な
せ　
た
か
し　
著

　
昭
和
15
年
か
ら
５
年
間
、
日
本

陸
軍
の
兵
隊
だ
っ
た
―
。
や
な
せ

た
か
し
が
自
ら
の
戦
争
体
験
、
軍

隊
体
験
を
語
る
。
軍
隊
や
戦
争
そ

の
も
の
を
批
判
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
ユ
ー
モ
ア
が
た
っ
ぷ
り
。

【
そ
の
他
の
新
刊
】

▼GO
SICK

－RED
－／
桜
庭一樹

▼
雪
月
花
黙
示
録
／
恩
田
陸　
▼

ジ
ョ
ン
・
マ
ン
４
／
山
本
一
力　
▼

大
江
戸
恐
龍
伝　
第
４
巻
／
夢
枕

獏　
▼
２
０
歳
か
ら
の
人
生
の
考
え

方
／
外
山
滋
比
古　
▼
中
村
勘
三

郎
最
期
の
１
３
１
日
／
波
野
好
江

▼
彼
が
通
る
不
思
議
な
コ
ー
ス
を
私

も
／
白
石一文　
▼
そ
の
峰
の
彼
方

／
笹
本
稜
平　
▼
陰
陽
師　
蒼
猴

ノ
巻
／
夢
枕
獏　
▼
運
命
の
子　

ト
リ
ソ
ミ
ー
／
松
永
正
訓
▼
天
野
祐

吉
の
Ｃ
Ｍ
天
気
図
傑
作
選
／
天
野

祐
吉　
▼
女
子
会
川
柳
２
／
シ
テ
ィ

リ
ビ
ン
グ
編
集
部　
▼
特
命
指
揮

官
／
梶
永
正
史　
▼
月
光
の
誘
惑

／
赤
川
次
郎　
▼
リ
ス
ク
の
世
界
地

図
／
菅
原
出　
▼
穴
／
小
山
田
浩

子　
▼
恋
歌
／
朝
井
ま
か
て　
▼
昭

和
の
犬
／
姫
野
カ
オ
ル
コ　
▼
人
生

は
ワ
ン
チ
ャ
ン
ス
！
／
水
野
敬
也　

▼
想
像
ラ
ジ
オ
／
い
と
う
せ
い
こ
う

▼
聖
な
る
怠
け
者
の
冒
険
／
森
見
登

美
彦　
ほ
か

町
立
図
書
館
新
刊
案
内

【
ブ
ッ
ク
テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー
】

特
集
①
「
本
屋
大
賞
受
賞
作
＆

ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品
を
読
ん
で
み

ま
せ
ん
か
」　

特
集
②
「
も
う

す
ぐ
お
ひ
な
さ
ま
」

　

町
に
来
て
か
ら
８
か
月
が
経
ち
ま

し
た
。「
ウ
サ
ヒ
の
弟
子
」
と
い
う
肩

書
（
？
）
も
少
し
ず
つ
定
着
し
、
最

近
は
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
機
会
も

増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
様
々
な
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
き
ま
し
た
。
汗
だ
く
に
な

り
な
が
ら
ウ
サ
ヒ
の
着
ぐ
る
み
を
着

て
イ
ベ
ン
ト
に
出
た
り
、
大
朝
日
岳

に
登
っ
た
り
、
泥
だ
ら
け
に
な
り
な

が
ら
レ
ン
コ
ン
を
掘
っ
た
り
（
八
ツ
沼

区
レ
ン
コ
ン
ま
つ
り
）
…
。
町
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
は
見
慣
れ
た
光
景
も
、

私
に
と
っ
て
は
初
め
て
だ
ら
け
で
新

鮮
な
毎
日
で
す
。

　

１
月
に
は
あ
さ
ひ
保
育
園
の
だ
ん

ご
下
げ
と
豊
龍
神
社
の
お
柴
灯
に
参

加
し
ま
し
た
。
実
家

の
埼
玉
に
は
な
い
伝

統
行
事
を
見
て
、
文

化
伝
承
の
大
切
さ
を

感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
の
主
な
業
務
は
、

こ
う
し
た
体
験
を
記

事
に
し
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
「
桃
色
ウ

サ
ヒ
の
朝
日
町
探
検
」

で
発
信
す
る
こ
と
で

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
た
方
か
ら
「
母

校
が
載
っ
て
い
て
懐
か
し
い
！
」「
住

ん
で
い
る
け
ど
知
ら
な
い
事
が
た
く

さ
ん
あ
っ
た
。
今
後
の
記
事
が
楽
し

み
」
な
ど
、
う
れ
し
い
感
想
を
た
く

さ
ん
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

朝
日
町
に
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん

の
宝
が
眠
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

情
報
は
私
個
人
や
役
場
だ
け
で
は
集

め
き
れ
ま
せ
ん
。
町
の
皆
さ
ん
か
ら

の
提
供
が
不
可
欠
で
す
。
町
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
町
を
味
わ
い
、
そ
れ
を

各
方
面
に
発
信
し
て
い
く
毎
日
に
ワ

ク
ワ
ク
し
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。
ぜ

ひ
気
軽
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
政
策
推
進
課
「
弟
子
取
材
」
係

☎
67-

２
１
１
２

朝日町の地域おこし協力隊、緑のふるさと協力隊の３人に
よる連載コーナーです。各隊員が日々の活動の中で感じた
ことや朝日町での暮らしを語ります。

「町を発信する毎日にワクワク」
情報交流推進員　橋 本  蕗 ( 埼玉県出身）

７

　

我
が
家
は
も
と
も
と
コ
メ
が

主
の
専
業
農
家
で
、
い
ま
は
カ
ボ

チ
ャ
も
作
っ
て
い
ま
す
。

　
ト
マ
ト
を
始
め
た
の
は
平
成
17

年
。
主
人
も
私
も
大
の
ト
マ
ト

好
き
で
、
自
分
た
ち
で
作
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
。
朝
日
町
は
果
樹
が

有
名
で
す
が
、
主
人
は
人
と
違
っ

た
こ
と
を
す
る
の
が
好
き
な
ん

で
す
。「
な
ん
で
ト
マ
ト
な
の
？
」

と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
が
、
理
由
は

こ
の
通
り
単
純
な
も
の
で
す
。

　
品
種
は
「
カ
ン
パ
リ
」
で
、
い

わ
ゆ
る
中
玉
。
酸
味
と
甘
味
の

バ
ラ
ン
ス
が
良
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
作
り
方
で
だ
い
ぶ
味
が

違
っ
て
き
ま
す
。
２
棟
の
ハ
ウ
ス

で
栽
培
し
、
６
月
下
旬
か
ら
10
月

下
旬
が
収
穫
期
で
す
。

　
「
せ
っ
か
く
の
お
い
し
い
ト
マ
ト

だ
け
に
、
生
食
以
外
で
も
提
供
で

き
な
い
か
」
―
。
こ
れ
が
ジ
ュ
ー

ス
に
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

で
す
。
平
成
24
年
産
の
も
の
か
ら

商
品
化
を
始
め
、
加
工
所
に
ビ
ン

詰
め
を
委
託
。
初
年
度
は
５
０
０

本
を
用
意
し
、「
堀
さ
ん
家
の
と

ろ
ぉ
～
り
ト
マ
ト
」
の
コ
ピ
ー
で

発
売
し
ま
し
た
。
以
来
、
ジ
ュ
ー

ス
に
関
す
る
仕
事
は
私
が
受
け

持
っ
て
い
ま
す
。

　
値
段
は
１
本
（
１
リ
ッ
ト
ル
入

り
）
２
５
０
０
円
（
ネ
ッ
ト
販
売

は
２
９
０
０
円
）。
皆
さ
ん
高
く

て
び
っ
く
り
し
ま
す
が
、
そ
こ
に

は
理
由
が
あ
り
ま
す
。
材
料
は

真
っ
赤
に
熟
し
た
、
一
番
お
い
し

い
も
の
だ
け
を
使
う
こ
と
と
し
、

選
別
を
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。

土
に
入
れ
る
肥
料
は
、
山
の
腐
葉

土
や
自
家
製
の
も
み
殻
堆
肥
を
使

用
。
ラ
ベ
ル
や
手
作
り
ラ
ッ
ピ
ン

グ
に
も
こ
だ
わ
り
、
値
段
に
ふ
さ

わ
し
い
印
象
を
与
え
る
よ
う
心
が

け
て
い
ま
す
。

　

商
品
は
県
内
の
日
帰
り
温
泉

施
設
の
売
店
コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
ほ

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、

ネ
ッ
ト
で
も
販
売
。
お
か
げ
さ
ま

で
24
年
産
の
も
の
は
完
売
と
な
り

ま
し
た
。
大
半
は
お
客
様
の
口
コ

ミ
に
よ
る
も
の
の
よ
う
で
す
。

　

25
年
産
の
も
の
は
、
前
年
よ

り
数
量
を
増
や
し
ビ
ン
詰
め
し
ま

し
た
。
現
在
は
、
３
月
末
ま
で
の

ト
ラ
イ
ア
ル
販
売
で
す
が
、
東
京

銀
座
に
あ
る
「
山
形
県
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
」
に
も
置
か
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
作
る
楽
し
み
、
加
工
す
る
楽
し

み
、
そ
し
て
売
る
楽
し
み
―
―
。

こ
れ
が
農
業
の
魅
力
で
す
。
６
次

産
化
が
声
高
に
叫
ば
れ
て
い
る
昨

今
だ
け
に
、
私
た
ち
夫
婦
も
新
し

い
こ
と
に
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

完熟カンパリの
トマトジュース

堀  淳子 さん（大谷七）

　おしゃれな赤のラベルにヘタをイメージした緑のラッピング。大
谷七に住む専業農家、堀吉和さん・淳子さんが昨年から手がけるの
は高級トマトジュース。1本2,500円と決して安くはない値段ですが、
その価格設定は品質に自信があるから。トマトは樹上で完熟した最
上級のカンパリを使用し、一口飲めば、誰もがトロトロで濃厚な味わ
いの虜になります。
　農業といえば果樹というイメージが強い朝日町でトマトを栽培し、
ジュースへの加工・販売も手掛ける堀さん夫妻。トマト生産の日常
的な管理を手伝うほか、インターネット販売、地方発送などを担当
する淳子さんに話を伺いました。

人気じわり！

を手掛ける

１本に対し、樹上完熟トマト約 40 個が使われている

ホームページも充実。ネット注文はこちらからどうぞ
　ＵＲＬ…http://www.hori-farm.com

　もしくは「堀さん家のとろぉ～りトマト」で検索
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12 月１日～１月 31日届出

区　名

区　名

死亡者氏名

死亡者氏名

世帯主名

世帯主名

西　町　　　佐　竹　勝　雄　　　勝　弘
雪　谷　　　鈴　木　惣　一　　　義　彦
能　中　　　鈴　木　美　惠　　　丈　夫
宇津野　　　佐　藤　信　男　　　広　勝
　宿　　　　佐　藤　健　悟　　　正　道
杉　山　　　岡　崎　ひで子　　　本　人
沼　向　　　鈴　木　キ　ヨ　　　治　男
中　沢　　　堀　　　スミヱ　　　浩　一
明鏡荘　　　槙　　　な　つ　　　本　人
夏　草　　　橋　本　榮　子　　　　久　

大　町　　　髙　坂　秀　幸　　　五　一
本　町　　　滝　川　弘　子　　　清　一
杉　山　　　藤　澤　勝　美　　　　護　
西　原　　　阿　部　光　夫　　　啓　一
能　中　　　鈴　木　ミツヱ　　　本　人
本　町　　　清　野　秀　俊　　　本　人
西船渡　　　佐　竹　文　子　　　本　人
西　町　　　阿　部　みや子　　　本　人

やすらかに

やすらかに
保護者名性別

すこやかに
区　名 出生児氏名

太郎一　　小　川　竜
たつ

　輝
き
　　男　　真悦・欣美

大谷五　　阿　部　真
ま

　歩
ほ
　　女　　真幸・麻衣子

宇津野　　細　谷　大
だい

　桔
きち
　　男　　大門・宏美

助ノ巻　　鈴　木　奏
そう

　汰
た
　　男　　謙次郎・奈々恵

　宿　　　佐　藤　実
み

　織
おり
　　女　　剛史・和愛

夏　草　　長　岡　賢
けん

　吾
ご
　　男　　芳樹・由紀

大　町　　堀　　　結
ゆ

　愛
な
　　女　　晃輔・かずみ

大　町　　長　岡　ありさ　　女　　久史・ひろみ

Births

Obituaries

Obituaries

人口と世帯数Population

町長歳時記

（94）

「
今
日
だ
け
は
が
ん
ば
ろ
う
、明
日
は
が
ん
ば
ろ
う
」

　

三
十
歳
の
日
本
人
女
性
小

保
方
晴
子
さ
ん
が
、
Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｐ
細
胞
と
い
う
全
く
新
し
い

万
能
細
胞
の
作
製
方
法
を
世

界
で
初
め
て
確
立
し
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
は
、
瞬
く
間
に
世
界

中
を
駆
け
巡
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
深
い
感
銘
を
与
え

て
く
れ
た
の
が
小
保
方
さ
ん
の

素
顔
で
あ
り
ま
し
た
。
最
初
に

こ
の
論
文
を
イ
ギ
リ
ス
の
科
学

雑
誌
に
投
稿
し
た
と
こ
ろ
「
あ

な
た
は
、
過
去
何
百
年
に
も

及
ぶ
細
胞
生
物
学
の
歴
史
を

愚
弄
し
て
い
る
」
と
返
答
さ
れ

悔
し
い
思
い
を
し
た
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
研
究
は
五
年
間
に

及
び
、
そ
の
間
「
そ
れ
は
間
違

い
だ
」
と
人
か
ら
言
わ
れ
た
時

な
ど
「
明
日
失
敗
し
た
ら
こ
の

実
験
は
や
め
よ
う
」
と
何
度

も
思
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な

時
「
今
日
だ
け
は
が
ん
ば
ろ

う
、
明
日
は
が
ん
ば
ろ
う
」
と

毎
日
の
よ
う
に
自
分
に
言
い
聞

か
せ
、
白
衣
の
代
わ
り
に
祖
母

か
ら
も
ら
っ
た
割
烹
着
姿
で
研

究
を
続
け
て
き
た
と
言
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
割
烹
着
を
着
る
こ
と
に

よ
り
、
家
族
が
い
つ
も
見
守
り

応
援
し
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ

な
が
ら
、
自
分
を
励
ま
し
、
研

究
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

　
人
間
は
、
辛
く
苦
し
い
思
い

よ
り
も
、
よ
り
多
く
の
人
の
優

し
さ
、
愛
情
、
感
謝
な
ど
、
自

分
を
支
え
る
前
向
き
な
思
い
を

感
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
折
れ
な

い
心
、
あ
き
ら
め
な
い
心
、
信

じ
る
心
を
養
い
、
最
後
ま
で
や

り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
そ
ん
な
人
間
の
強
さ
を

持
っ
た
小
保
方
さ
ん
の
生
き
る

姿
勢
を
通
し
「
成
功
す
る
人

は
、
成
功
す
る
ま
で
や
り
続
け

る
人
で
あ
る
」
と
教
え
て
く
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

「
成
功
す
る
人
は
、

成
功
す
る
ま
で
や
り
続
け
る
人
で
あ
る
」

相 座　朋 樹
（小 原）

鈴 木　かおり
（松 程）

阿 部　真 和
（大 町）

稲毛　由美子
（上山市）

菅 井　瑞 樹
（沼 向）

本 田　裕 子
（川西町）

松 田　和 法
（長 沼）

長 岡　　恵
（太郎一）

志 藤　　護
（能 中）

藤 澤　美 子
（杉 山）

佐 藤　恒 平
（大 町）

新 林　美 幸
（山形市）

髙 橋　登 夢
（大 町）

加 藤　裕 子
（天童市）

長 岡　芳 光
（太郎二）

佐 藤　愛 子
（寒河江市）

おしあわせにMarriages
●平成２6年　１月３１日 現在

（※外国人を含む）

　人　口 ７，６７８ 人 (－  ５)
　　　男 ３，７９０ 人 (－  ３)

　　女 ３，８８８ 人 (－  ２)
　世帯数 ２，４７４ 世帯 (－  ８)

------ 12月～１月中の異動 ------
出生 　  ８人 　 転入 ２２人
死亡　 １８人    転出 １７人

※（　）内は先々月比♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥

　本誌12月号、1月号に次の通り誤りがありました。ご
本人およびご家族のみなさまに心よりお詫び申し上げ、訂
正させていただきます。
・12月号…15頁「戸籍のまど」コーナー「すこやかに」
　誤…佐藤由郁都（さん）　→　　正…佐藤由郁斗（さん）
・1月号…８頁「教育委員に五十嵐義一氏」の記事３～４段目
　誤…児珠孝堂（さん）　　→　　正…児珠孝童（さん）

≪お詫びと訂正≫

　日東ベスト株式会社（大沼一彦社長／寒河江市）では、
平成元年に ( 財 ) 日東食品教育振興基金を設立し、学校、
学生、スポーツ団体などを対象に支援を行っています。
　基金では今回、大谷工場がある朝日町に対して支援を決
め、２月６日、鈴木俊幸理事長（日東ベスト㈱取締役相談
役）が来町。「朝日ふれあいスポーツクラブ（宮本建一会長）」
に 50 万円相当の活動用具を贈呈しました（＝写真）。支援
を受け宮本会長は、「今後、より一層活動を充実していき
たい」と語っていました。

【寄贈品】ワイヤレスアンプ・マイク一式、ノルディックウォー
クポール 11組、グラウンドゴルフ用具一式

生涯スポーツのまちづくりを応援
朝日ふれあいスポーツクラブに50 万円の用具寄贈

日
東
ベ
ス
ト
株
式
会
社

(261)

　1月 25 日に行われた「神風船まつり」。当日、日中は、
この時期としては極めて珍しい雨。紙でできた風船だ
けに開催が危ぶまれましたが、夕方までにはすっかり
やみ、無事打ち上げが行われました。
　「神風船だけに、神がかりな天候の回復ぶりだった」。
主催した「朝日グラウンドワーク研究会」の佐藤欣治
会長の言葉に、多くの人々がうなずいていました。

　表紙の写真
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